
 

六方晶希土類化合物 SmPtPの結晶構造と物性 
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 六方晶希土類化合物 RPtP(R=Sm,Gd-Lu)は𝑃6̅𝑚2の空間群をもつ[1]。EuPtP は R=Gd-Luの結晶構

造と比べ、c 軸方向に 2倍の周期構造をもち、240 K以下で価数の逐次転移を起こす[2-4]。SmPtP

は R=Gd-Luと同じ結晶構造との報告があるが、R=Gd-Luシリーズのランタノイド収縮から外れて

おり、Euと同様に価数に関する興味深い物性を期待して研究を始めた。 

 今回、Pbフラックス法を用いて SmPtP の多結晶を作成した。酸処理により微量な不純物を除去

し単相試料での物性測定を行った。図 1に X 線回折の結果を示す。報告されている空間群𝑃6̅𝑚2の

ピークの他に、(hkl±δ)(δ=1/4)で指数付が可能なピークが存在した。δ=1/4は RPtP(R=Gd-Lu)と比較

して c 軸方向に 4倍の長周期性をもつことを示唆し、空間群も𝑃6̅𝑚2と異なる可能性がある。 

図 2に磁化測定の結果を示す。TC=40 K で強磁性的振る舞い、T
 *
=6 K でカスプを観測した。逆

帯磁率から見積もった Smの有効ボーア磁子𝜇𝑒𝑓𝑓は 0.55𝜇𝐵であり、Sm
3+が 0.84 𝜇𝐵 、Sm

2+が 0 𝜇𝐵で

あることから価数を見積もると 2.43 価であった。しかし、価数状態を評価するため行った X線吸

収分光測定では、25 K-300 K の価数は 3価であり、逆帯磁率からの価数の見積もりは単純にはで

きないと思われる。 

 今回の実験で、SmPtP の結晶構造は RPtP(R=Gd-Lu)と異なり、Smの𝜇𝑒𝑓𝑓は価数が 3 価であるに

も関わらず小さいことが判った。価数の逐次転移を示す EuPtP と同様に結晶構造が一連の

RPtP(R=Gd-Lu)の長周期構造となる SmPtP の電気抵抗や比熱測定、磁化異方性の結果について報告

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 : SmPtPの粉末 X線回折の結果。(hkl)は Sm,Eu

以外の RPtP(R=Gd-Lu)の指数を用いた。挿入図は

RPtP(R=Gd-Lu)の結晶構造 

図 2  : SmPtPの ZFC,FCでの帯磁率の結果 

挿入図は FCでの低温部の拡大図 
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